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紹介

稚 内 電 波観測所

概 観

稚内はわが領土の長北の都市である。宗谷支庁の所在

都市で，北海道北部の行政，交通，尚ー工及び北方漁業の

中心地。東京から汽Ifi，連絡船，そしてまた汽車の旅を

続けて 39時間余もかかってようやく到着するほど速い

ところである。北海道に波ってから北上してこの宗谷地

方に入ると次第に？とばくとした原野が続きはじめる。こ

の原野は天塩平野として草原の台地になっているが，本

州のように泣かな森林はまるで自につかないただの丘の

述続である。自然がすべて灰色に包まれて未だに文明の

いぶきも借］えず，科学の力も及んでU‘ないようなわひ‘し

いl鼠崇そのものである。

稚内市内は，現今は国境の衡になった。かつては機太

述絡航路の要港として栄え，北方の門戸であった。さら

には漁業は東のオホーツク海から宗谷海峡，西は日本海

の広い海域にわたってUιん賑を緩めた。しかし終戦後の

この北部は激しい沈滞と虚脱の混迷の中にさまよった。

昭和 23年開港場に指定され，また碓内の四万海上 50

kmのところにある礼文鳥が同年の日住l！観測地点として

有名になり， 近年は国際地球IM!i.!lll年の商館探検のカラフ

卜犬訓練で、この地方もようやくいぶきを吹き返して，戦

前の活況を取戻しているようである。

北緯」50という日本領土としては段北端の地理的条件
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が亙要性を楕びて来て，科学的見地からも見逃すことの

できない地域になった。ffi自¥Elmの観測点から考えてもこ

の観測l所の設置は貴重な存在として当然のこととなった。

昭和 21年，戦後の沈滞の中にもいち早く ，当時のクサン

1レ（地名），今の緑｜！日一3丁目にあった元海軍防備隊のあと

に文部省電波物理研究所有L内電波観測所として開設したc

その後低気試験所，沼気通信研究所，電波監理委員会な

どの所管となり，数度の移り変りを経て昭;ff.I27年 8月

から郵政省m波研究所初．内包波観測所となって，m削［｝［＇）

の観測はたゆまずにここに 15年閲続けられて来ている。

歴代所長

この観測所の建設から今日までの 15年間，観測の業

務に指揮をと って来た所長の変遷も次のように示されて

いる。

；初代

2代

3代

4代

現在

J怖｜王I 1認

越純文』，if~

¥Jl1lr/,f岱二

高総連

J-'1野誠三

II白羽I21年 7月・－／／ 25年 4月

II 25年4月－II 28年5月

II 28年 6月－II 31年 8月

31年 8月－ II 35 £[:'. 5月

II 35年 5月一

観 測の歴史と現況

この観測所の主要業務として行なわれている氾縦四観

庁 舎 測は，初期jにあっては送信機受信機を別別に操作して手
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動による観測法が用いられたが，急速な研究改良の進歩

の後，観測機自身が予め設定されたl時間に自動的に動作

してフィノレムに写真記録を自動的に行なう観測機に変り，

現在ではこの極観測機ではわが研究所の独自の設計にな

った，世界でも有数な直視式観測機が設置されて，これ

から得られるデータの精度も絡段の向上をみている。そ

して観測から得られた記録には~m持層研究に必裂な高総

度における特性が推察され， 一店主な資料が得られている

のである。

この他今までに行なわれて来た研究観測としては，地

磁気の観測，東京の国分寺，及び鹿児島県南部Jの111111と

の聞の斜入射m離胞伝授の笑験， 琉球のf~：j純iから発射さ

れた 50Mcの E.厨伝搭測定，雪国特有の降雪｜時に伴

なう空中雑音，秋田電波観測所と共同で行なわれた電邸

周多国反射の笑l淡などがある。さらに今後の研究予定と

して，標準氾波（JJY）のほ界強度の測定， ru離間の特

殊観測などが行なわれる。

去る昭和 32年7月から開始された国際地球観測j年に

よって宙開｜間l部門の観音UJ業務は更に強化されて夜を日に

継いで観測が続けられている。特に日本領土の最北にあ

ってその霊要性がますます認識されて来ている現状で，

所員9名は総力を挙げて’芯波の観測，研究に努めてU、る。

電離層 定時観測］

45111の鉄塔に架設されたム型アンテナから昼夜連続

して観測用のill波が発射されている。世界各国間の遠距

離通信は短波によって交信されているが，このffii!Jlの性

質として電離J~I を仲介として伝ばんする。しかしこの市

離屑は定常的なものではなく，季節により昼夜の別によ

って変化があり，また太陽黒点の爆発によるデリンジャ

ー現象とか，磁気嵐の影響とから急激な変動があって通

信に支障を与えることがしばしばある。

観 測 機
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これらの異常な状態を早く察知して無線通信の円滑を

図るためには，IB離府を絶えず観測した資料から電波野

報とか，ffi力の地加，周波数の適切な割当などを行なっ

て人類の生活のために（公衆の相互利益のために） 1tt＼休

の定II寺観測が行なわれているのである。

この観測機は出力 lOkWで，周波数 550kc～20Mc 

までを 10秒～ 1分の聞に観測を終ってしまう。この外

に地磁気の水平分力の記録，電離尼iをYEに細密に連続し

て同時に観測することもできるようになっている。

観測されたフィルムには h’－！幽線とよばれるE亘書＼t屑

の高さと発射された周波数との関係が記録されていて，

これから氾邸周の ん， F1,Es, E という各胞の性質につ

いて，定められた国際基準の方法によって盤理され電波

研究所に送られる。世界各国の 200個所以上にものぼる

観測所からこの種の資料が，電波研究所に集められて沼

離胞研究の霊要な資料になっていることは諭をまたない。

他の研究 観測と測定

斜入射電離層観測 定｜時観測では観測地点の上空の・；；t;;

離屈の状態，すなわち高さ，密度， MUFなどが算出さ

れるが，｜昭和31年から実際返信の精度と MUFを測定

するために国分寺 （東京）ー税内聞で，さらに1l1Jll（鹿児

1;h）ー松内閣で刺入射伝ぱんによる実験を実施した。こ

れと同時に伝ばんl務の反射点である秋田沼波観測所でも

ほ離問の特別観測を行なっていて，これらの観測は各季

節ごとに一定の期間行なわれる。

－・・‘

雪耗音；；Jl.lj定 降雪｜時にしばしば強か電波雑音を発生し

て受信障害を起すことはよく知られている。観測所では

llf!和 33年以来，主に VHF帯（60Mc）と中短波帯に

おけるむ波雑音を空地ffi流と対応しながら測定を行なっ

た。アンテナ梨線の種類，高さによる相違とこれによる
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50 Mc £8 {i.;縮交舵機

－~質， l降雪盆， 風速による雑音の程度，及び型， JI!に発

生した雑音の周波数特性などの解明を行なった。

電離層特殊観測 わが国北端にある観測所としての特

異性から高緋度地方におけるm縦Ji':'lの特性を調査研究し

ている。

諸施 設

m波研究所及びU1Jll，平磯，秋田，犬吠との各m波観

測所関に業務述絡j司の無線局がある。周波数 3,695 kc, 

9, 175 kc，出力 A,¥:ll波で 400W, A3 電波で 200＼司rt/•

用いられている。lfl3:f1]36年からは現在の DSB通信方

式にかわって SSB通信方式が設位されることになり，

更に優れた性能で業務の円滑がj切されるわけである。こ

通 イ古室

電波研究所季報

官？の写 n

官f雑音データー

の他，実験室，工作室があって各部機株が整備され，図

書室も設けられて内外図者，観測資料が数多く取揃えで

ある。なおこの観測所の一室に名古屋大学空屯研究所の

観測室がある。これは国｜祭地球観測年の観測一部門とし

てホィスラーの観測が， 昼夜連続して行なわれている。

雑感

稚内市は人口 4万5千，地名は勿論アイヌ諮の音訳で，

ヤムワッカナイ（飲＊の沢）から：:1：：ている。東側の宗谷
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1/J中 （この仰が日本領土の最北端である）と西側のノシャ

ツプ仰とに飽えられた大きな湾に面して，幣状の市街を

形成している。 宗谷地方の第 1の都市で，産業，文化，

行政の中心地であり，途中原野を縦断して，ここに若い

て，ようやく原始から現代に返った気持になる。

今はソ連領となった対岸の海峡はるかの椛太も赤U、国

のそれならぬ，うす青き陸地として望見されることがあ

る。四季を通じて夏季の期｜尚が短く，大半は務と北国特

有の寒さと~とにIDわれて， 常に自然から忍従を強いら

れて生活していると ころである。しかし雪国にも，それ

はそれで結構楽しU、伝習というものがある。

産業は水産業が主で，背のニシンの好lfr.tt!aとしての景

稚内市内〔むかしの様太述絡船峨稲を史1む）
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ノ νヤヅプ灯台

宗谷耐｜！及び灯台

気は今は夢’とはなったが，カニ，サケ，マスなどの産は

まだ多く ，これらの水産物）Jll工業が発展している。

四方海上に浮ぶ利尻，礼文岡島が近年観光ブームの波

にのって盛況を塁し，向島への観光者がへリコ プターで

訪れるのは甚だ而！とlい光良である。美しい円錐形の利尻

島は l,719 m の利尻富士によ ってこの地方の荒漠とし

た風景に一点の自然美を補っている。
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